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１．はじめに

本学には創立者故水田三喜男初代理事長の偉業を顕彰して「水田記念図書館」（以下、「図書館」）
と命名された、大学図書館がある。図書館は１９７８年８月にそれまで分置されていた人文・社会科学系
と自然科学系の各図書室を統合し、キャンパスの中央に大学の中枢の象徴として建設された。その後
１９９３年には、蔵書数の増加と情報化時代に対応する機能を備えるための改装を行い、２００８年には５階、
６階、９階を閲覧席とグループ学習室に改装、２０１８年には７階、８階をラーニングコモンズに改装し、
現在の姿となった。
学生アドバイザー制度は、２０１２年に学生が自らの経験を生かし、学生に寄り添ったアドバイスをす

ることを目的に成立された。教員の推薦を受けた学生が図書館長に委嘱され、図書館学生アドバイザ
ー」（以下「学生アドバイザー」）として、図書館１階、３階、７階の相談席に常駐し、図書館利用や
資料検索のサポートを行っている。文理を問わず、様々な学部の上級学生と大学院生が在籍しており、
２０２３年度は１８名のメンバーが業務にあたっている。主な業務である学習支援では様々な学生から相談
を受け、時には図書館職員と連携を図りながら、学生が図書館を快適に使えるように、また大学生活
を不安なく送れるように相談に応えている。その他、毎週行っているアドバイザー会議では、相談内
容を共有し対応についての振り返りを図書館員と共に行い、より質の高い相談対応ができるようにし
ている。
この業務と並行して、イベントの企画や運営も行っていて、季節に合わせて図書館内を装飾したり、
おすすめ本を選書しPOPと共に展示したりしている。学生アドバイザーが企画しているイベントの
ひとつに、ライブラリーラウンジがある。このイベントは「学部・学科を超えた交流を図る」ことを
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目的として２０１４年から始まり、時には図書館を飛び出し、大学構内で多様なジャンルのイベントを計
２６回（２０２３年１２月現在）にわたり開催してきた。５学部からなる総合大学の強みを生かし、地域の方
や学生、教職員に協力いただき、ユニークな企画を実施することで、図書館や学生アドバイザーのこ
とを知ってもらい、図書館をより多くの方に利用してもらう機会になればと取り組んでいる。
２０２３年７月下旬から８月上旬にかけて地域連携の重要な活動として、坂戸市立図書館における「図
書館を使った調べる学習コンクール応援講座」を実施した。本稿ではこの活動の様子を報告するとと
もに、このイベントを客観的に分析し、今後の学生アドバイザーの活動がより有意義なものとなるよ
うにつなげていく。

２．図書館を使った調べる学習コンクール応援講座

２．１ 経緯とコンクールについて

令和４年度の坂戸市立図書館協議会において、委員である本学図書館職員に「図書館を使った調べ
る学習コンクールに向けた講座を学生アドバイザーにお願いしたい」と打診が入ったのが始まりだっ
た。
この「図書館を使った調べる学習コンクール」とは、公益財団法人図書館振興財団が主催する学習
普及を目的とした取り組みで、「調べる学習部門」、「調べる学習支援・指導部門」があり、小学生や
高校生だけでなく、学校や公共図書館に所属する個人や団体も応募することができる。このコンクー
ルは全国コンクールの前に地域コンクールが開催され、自分の住む地域でコンクールが開催される場
合は地域コンクールに応募しなければならない。埼玉県坂戸市では坂戸市立図書館主催の「第１０回坂
戸市図書館を使った調べる学習コンクール」が開催され、今回はこの坂戸市のコンクールへの応募を
目指して学習する小学生を対象に応援講座を開講した。坂戸市のコンクールでは「図書館を使った調
査・研究（調べる）学習の普及」、「図書館の資料をはじめ様々な情報を調べる学習を通じて、児童・
生徒が自ら考え、判断し、表現する力を育む」、「また、その活動を通して坂戸市の公共・学校図書館
での調べ方を体得し、有効に活用する力を養う」の４点が開催の目的とされた８。２０２２年もこの講座
は開講されたが、その際には坂戸市、あるいは坂戸市近辺に住む異なる大学の学生が講師を務めた。
２０２２年の講座は好評だったそうだが、「所属する大学が異なり、大学生間でのスケジュール調整や準
備が困難だった」、「２０２３年も継続して講師を依頼することが難しい」、「２０２４年以降も継続して講師を
することができる団体に講師を依頼したい」という坂戸市立図書館の要望が本学の図書館を通じて学
生アドバイザーに伝えられた。応援講座を引き受けるかについて学生アドバイザー会議で話し合い、
コロナ禍により地域での活動が制限されていた後ということもあり、図書館の学生アドバイザーとし
て、城西大学の学生として「地域社会に貢献したい、大学の地元で活躍したい」という気持ちがメン
バー内で一致し、引き受けることとなった。

８ 第１０回「坂戸市図書館を使った調べる学習コンクール」募集要項に掲載されていた坂戸市独自のコンクール目
的。
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２．２ 準備

７月２２日（土）に財団からの講師による講座初日が決まっていたので、４月２８日（金）に本学図書
館において坂戸市立図書館との会議を行い、講座の日程、趣旨や目的、学生アドバイザーに求める指
導内容の確認などを行った。応募にあたっての作品のテーマは自由であり、「身近での疑問、興味に
感じていることをテーマとする小学生が多い」、作品形態も自由だが、「B４サイズまでの大きさの紙
に５０ページ程の冊子形態の作品が多い」などの情報を頂いた。昨年の講座では、準備が足らず、指導
内容の共有が出来ていなかったため、参加者の作品の構成、文言、言い回しが似たものになってしま
った。それにより、作品に個性が見いだせなかったことが昨年度の改善点として挙げられた。この課
題を踏まえたうえで、昨年の講座の内容は意識せず、我々ならではの方法により小学生の成長につな
がる思い出にしたいという、今年度の方向性が定まった。
まずは、講座当日に小学生へ配布する資料作りから始めた。参加対象が３年生から６年生と学年の
幅が広いことから、漢字や言い回しは理解しやすい言葉を使い、誰が見ても情報が伝わる資料作りを
意識した。また、著作権、肖像権、情報の信憑性、情報の引用など作品を作るうえで避けては通れな
い注意点を小学生にわかりやすく伝えるにはどうすればよいかなど、難しい点について検討した。最
終的には、資料に載せる情報は限りなく少なくし、なるべくかみ砕いた言葉遣いを心掛け、資料を作
成した。
本講座の最終的な目標は「小学生が自主的に学習できるようにすること」であり、「作品を完成さ

せること」ではないということも学生アドバイザー間で共有した。本講座で小学生が「調べる力、学
ぶ力、情報をまとめる力」を育成できるように心掛け、必要に応じて宿題や課題を出し次回へつなが
るヒントを与えるなど、講座外での時間で学習できるようにすることも共有した。
小学生と信頼関係を築く、質問に答えやすくするという観点から、４日間を通して学生アドバイザ
ーはできるだけ同じ小学生を担当するようにスケジュールを立てた。担当する学生アドバイザーが変
わる場合は事前に引継ぎを行い、小学生に影響が出ないようにすることも共有した。

図２．１ 調べる学習コンクール応援講座で配布した冊子の一部
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図２．２ 財団講師による講座を受講 図２．３ 調べる学習コンクール応援講座の様子

２．３ 令和５（２０２３）年度の実施概要

【講座名】 楽しもう！図書館を使った調べる学習コンクール応援講座
【日程】 ２０２３年７月２２日（土）、７月２５日（火）、７月３０日（日）、８月４日（金）
【時間】 ９：３０～１２：００ 但し、７月２２日（土） のみ１５：１５～１６：１５
【場所】 坂戸市立図書館 ２階視聴覚室
【連携主催】 坂戸市立図書館
【対象】 小学３年生～６年生
【参加者数】 小学生７名、学生アドバイザー１１名、教職員６名（講師、坂戸市、城西大学）
※２０２３年７月２２日（土）の財団からの講師 中村伸子氏による講義後に引き継ぐ形で実施

２．４ 講座の実施

講座の日程も決まり、学生アドバイザーの参加メンバーと７人の小学生の参加が決まった。参加す
る小学生が思っていたより少なかったため、１人の小学生に１人の学生アドバイザーが担当するマン
ツーマンで計４日間の活動を行なった。
１日目は、財団からの講師による講座を小学生と一緒に受講したのち、応援講座を開始した。はじ
めに、事前に用意したマインドマップを使い、実際に調べるテーマを決めることから始めた。学生ア
ドバイザーが小学生の興味のあるトピックを引き出せるように積極的にコミュニケーションをとりな
がら作業を進めたが、普段、接する機会のない小学生と大学生だったため、学生アドバイザー、小学
生の両者が緊張していた。そのため、１日目はコミュニケーションをとることで終わり、作業が進ま
ないペアが多くいた。また、３年生から６年生と学年での差があるため作業の進捗に差が生まれてし
まった。その日の振り返りでもコミュニケーションや進捗状況の差が２日目以降の課題として挙げら
れた。

２日目は、宿題を設定して進捗に合わせた作業を開始した。１日目の反省を生かし、小学生との積
極的なコミュニケーションと学生アドバイザー間での進捗状況の共有を図りながら作業に取り組んだ。
多くのペアが１日目のマインドマップを使って決定したテーマをもとに図書館で参考になる資料を探
す作業を行った。図書館の限られた資料からテーマに合った資料を見つけることに小学生は苦戦して
いたが、学生アドバイザーがヒントを与えることで少しずつ資料を見つけられるようになっていった。

がんばれ、小学生。未来の博士を応援！
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図２．５ 本を探している様子図２．４ PCで館内の本を検索中

図２．６ メッセージ入りのメダル 図２．７ メダルのプレゼント

中には、資料が十分に見つけられなかったためにテーマを修正するペアもいたが、順調に作業が進行
しているペアがほとんどだった。次に資料の内容をまとめ、調べた内容をピックアップする作業を行
った。これらの作業は、学生アドバイザーが事前に用意した調査用ワークシートを使いながら行われ
た。小学生は、このワークシートを使うことで本の基本的な情報だけでなく、本を読んでわかったこ
とや思ったこと、さらに深掘りしたい内容を簡単にまとめることができた。また、コミュニケーショ
ンがとれるようになったことでスムーズに作業が進行するようになった。その甲斐もあり、３日目や
４日目には実際に内容をまとめてコンクールに出す作品の作成に取り掛かっている小学生もいた。

最終日の４日目の講座後には表彰式を行い、４日間頑張った小学生へメダルを贈呈し記念撮影を行
った。メダルの裏には、小学生の頑張りを称え、楽しかった思い出となるよう、担当した学生アドバ
イザーからのメッセージを記した。表彰式後も学生アドバイザーと小学生が楽しそうに談話をし、別
れを惜しむペアも見受けられた。この様子から、小学生にとって大学生との活動が学習能力向上以上
に対人関係能力、コミュニケーション能力にも影響を与えたと言える。
４日間を終えた時点では、それぞれの小学生の学年や取り組み方により、作品の進捗状況に差が出
た。作品が完成間近の人もいれば、本の情報をまとめている途中の人もいた。進捗状況はそれぞれだ
が、小学生、学生アドバイザーともに充実した４日間を終えることができた。

がんばれ、小学生。未来の博士を応援！
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表１：小学生アンケート結果

３．評価

「図書館を使った調べる学習コンクール応援講座」に参加した小学生と学生アドバイザーに対して、
後日アンケートを実施した９。ここではその結果の一部について報告したい。

３．１ 小学生の声（アンケートによる）

上記の表から、様々な苦労がありながらも、本講座に対し、肯定的な感想をもった小学生が多くい
ることが確認できた。なかでも、「大学生と話すことが楽しかった」、「大学生が話してくれた全部が
役に立った」、「大学生の説明がわかりやすかった」など、大学生との関わりに関しての肯定的な感想
が目立った。さらに、講習回数を増やしてほしいという意見からもわかる通り学習へのモチベーショ
ンを引き出し、目的や知りたいことに対しての調べ方や知識を得ることの喜びを小学生に理解しても
らえたことが本アンケートの結果からも理解できる。また、「大学生とどんなイベントをしたいか」
という質問に対しては、今回の講座の継続や新規の別ジャンルのイベントの開催を求める声が多く、

９ アンケートは小学生用と学生アドバイザー用の２種類を用意した。前者には楽しかったことや大変だったこと
についての項目、後者は小学生との活動で感じたことや会話をする上で工夫した点、改善点などについての項
目を設けた。

がんばれ、小学生。未来の博士を応援！
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今後も大学生と交流したいという気持ちを知ることができた。

３．２ 学生アドバイザーの声（アンケートによる）

［分かりやすく伝えるために工夫したこと］
・伝える際の表現。ゆったりと話した。難しい単語は使わない
・小学生目線で話す
・話していて楽しいと思えるような話をする
・やらなくてはならないことをメモに書いた

［大変だったことや難しいと感じたこと］
・興味ややる気を出させること、集中力を維持させること
・大学生に委縮し伸び伸び作業できていない子がいた
・何のためにこの学習をしているか理解させること
・アドバイスの線引き

［講座の必要回数］
・４回、５回、６回、８回

［感じたこと・得たこと］
・本を読んだ感想や何気ない発言が奇想天外で面白かった
・興味を引くことの大変さ
・小学生と交流することの楽しさ
・感謝の言葉をもらい頑張ってきてよかったと思えたこと

［講座を次年度行う場合の改善点など］
・やるべきことをリスト化しそれぞれのペースで作業を進める
・回数をもう少し増やす
・開始前にコミュニケーションをとる
・手助けの範囲を予め考えておく

［その他］
・小学生の人数が多い場合はマンツーマン形式ではなくアドバイザーが巡回してその都度対応する
形式にする

※学生アドバイザー１１人のアンケートから一部抜粋

上記の意見から、小学生のテーマがバラエティに富んでおり、学生アドバイザーもどうサポートし

がんばれ、小学生。未来の博士を応援！
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ていいか、迷いがあった人がいたことがわかった。また、「大学生に委縮し、伸び伸び作業できてい
ない児童が散見した」、「小学生の興味を引くことの大変さを感じた」という声もあった。年齢が離れ
たなかでのコミュニケーションや手助けの範囲の線引きには苦労した。それでも、小学生の学習力向
上を目指し、懸命にサポートした経験は学生アドバイザー自身の大きな財産となった。小学生同様、
全体的には本講座に対し、肯定的な意見が多く、次回以降の講座開催を見据え、多くの有意義な改善
点が提示された。

４．考察

上記で挙げた評価を基に考察を行う。「３．評価」から２つの問題点が考えられた。
１つ目の問題点は、講座日数が足らなかったことである。参加者へのアンケートを見ても「回数を
増やすべき」という意見が小学生と学生アドバイザーの両者に共通して挙げられた。今回は４日間の
講座を行い、講座後の時間に小学生が「自らの力で」作品をまとめられるようにすることを目標にし
ていた。しかし、学年によって集中力が継続できないことや、それぞれの学年にあった本を探すこと
ができず、作品の進捗状況に差が生まれた。それにより、最終日の講座で仕上げに取りかかることが
できた小学生は数人であった。完成させることが講座の目的ではないが、小学生が少しでも自主的な
学習がしやすくなるように、講座回数を増やすなどして、より手厚いサポートが出来ればよかった。
ただ、１回当たりの講座時間に関しては今回の時間（１回あたり、２時間半）がちょうどよいという
意見が多く、小学生の集中力を考慮して、短時間で学習することが効果的と感じた学生アドバイザー
が多かった。また、時間や回数にフォーカスするのではなく、限られた時間の中で小学生が「それぞ
れに合わせた目標を設置」し、ゴールを明確化することが大事だと感じた。そうすることにより学習
意欲を掻き立て、モチベーション維持に繋がっていくと思われる。
２つ目の問題点は、小学生との関わり方である。学生アドバイザーへのアンケートでは、「興味を
引くことや働きかけることが大変で、小学校の教職員の方々に対して尊敬の気持ちが芽生えた」、「普
段は小学生と接する機会が無いことから言葉選びには苦労したが、同時に交流することの楽しさを感
じることができた」など、小学生との関わりについて苦労したという回答が挙げられていた。小学生
と話す中で、複雑な言葉を使用しないこと、早口にならないこと、話す態度や話し方など、普段あま
り気にかけないことに気を遣うことが多くあった。また、小学生側も大学生の存在に委縮し、思うよ
うに活動ができていない様子の児童もいた。そのため、小学生とのコミュニケーションが難しかった
と言う声が多く挙がった。ただ、小学生と学生アドバイザーの両者が「話すことができて楽しかっ
た」という意見を多く挙げており、全体を通して、コミュニケーションに苦戦しながらも、交流を楽
しんでいる様子がアンケートからも窺える。コミュニケーションに苦戦しないようにするには、講座
前に小学生とレクリエーションなどの交流の時間を作る、講座とは別に交流の機会を作ることなどが
挙げられ、小学生と接する機会を増やすことが重要であると感じた。
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５．おわりに

事前情報が少なくどのように進めたらよいかがわからない中で、何が小学生にとって最善かを学生
アドバイザーが一丸となって考えながら臨んだ本講座であった。初めての試みで、勝手が分からない
中での準備や、講座での対応は大変だったが、普段交流の少ない小学生への学習支援は、同年代の学
生や社会人と関わるだけではできない経験や苦労を味わい、成長できる時間だった。自分たち大学生
が当たり前に理解できることを小学生に教える難しさや、小学生の興味関心や個性を引き立てながら
適切に介入しサポートすることの難しさを、参加した学生アドバイザー全員が感じた。これらの経験
から、相手の目線に立って歩み寄る姿勢や、自分の型にはめず、興味関心を尊重して好奇心を掻き立
てる柔軟な考え方を培うことができた。
今回の評価できる点として、最大１６歳差がある中で学生アドバイザーが小学生と向かい合い、説明
や作業配分を行いスムーズに学習支援を行えるようにしたことが挙げられる。さらに、本講座受講者
のうち４名が「第１０回坂戸市図書館を使った調べる学習コンクール」（今年は１１校の学校から５４作品
が応募された）において入選を果たすことができた。結果が全てではないが、私たちがサポートした
小学生が受賞できたことは大変嬉しく思うと同時に、応援講座の成果があったことを認識することが
できた。
講座から数か月が経ち、季節が冬へと移り変わった２０２３年１２月某日、坂戸市立図書館のご厚意によ

り、入賞作品のレプリカを拝見する機会を頂いた。参加した小学生全員が講座内で完成させることが
できなかったため、学生アドバイザー一同が作品に関心を示していた。レプリカ作品を見て、学生ア
ドバイザーのほとんどがその完成度の高さに驚いた。作品が見やすくまとまっているのはもちろんだ
が、作品に記載されている学習内容の質も高く、その資料を読んだ学生アドバイザーが知見を得られ
るほどの作品が多かった。作品の中には、家庭で実験を行ったり、埼玉県内、県外の遠方へ出向き、
現地調査を行ったり、調べているテーマに関する人物のもとへ行きインタビューしていた作品があっ
た。これは小学生自身が自分のテーマに対し、主体的に学びを深めている証拠であり、ここまでアク
ティブに学習を進めていたことに感心した。入賞した小学生を担当した学生アドバイザーからは、
「講座終了時の状態とは見違えるほど、作品が仕上がっていて驚いた」、「自分のアドバイスが作品に
反映されていて嬉しい」、「調べる情報をまとめる段階で講座が終わってしまい、作品は初めて見たが、
講座時に調べた情報を見やすく、わかりやすくまとめられている」などの意見が挙がった。この意見
から、小学生の多くが本講座の趣旨であった、「小学生が自主的な学習をできるようにする」ことが
体現できたと言える。講座の時間内で学習のコツや仕方を学び、それを講座外の時間で実践するとい
う私たちが理想としていた学習を展開することが出来た。
本講座により実際に坂戸市立図書館を通して地域の小学生との交流ができた点は、学生アドバイザ
ーにとって大変有意義だったと考える。前例のなかった公立図書館との合同企画により学生アドバイ
ザーの活動の幅が広がったことはもちろんであり、私たちの今後の活動についての課題や問題点、次
回開催にあたっての改善点も多く発見することができた。
本講座の経験を基に、今後も地域交流できる企画を考案していき、実際に実現させていきたいと考
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えている。本稿を過去のデータとして記録しておくだけにとどまらず、今後の学生アドバイザー活動
の糧としていきたい。
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